
酒
州
島
火
山
岩
の
岩
果
分
党
に
就
て

原

口

九

1､
緒
言

沸
州
島
火
山
岩
の
化
撃
成
分
に
就
て
は
既
に
本
誌
上
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
'
誠
に
之
を
綜
合
し
て
'
を
の

岩
粧
分
化
現
象
を
概
説
し
ょ
う
.

現
今
の
火
成
岩
の
研
究
法
で
は
拍
微
塵
的
研
究
法
と
共
は
そ
の
他
撃
成
分
を
基
準
と
す
る
も
の
が
'
最
も
合
印
的

と
考

へ
ら
る
｡
就
中

ニ
グ
リ
ー
(N
ig
g
li)
の
提
唱
す
る
所
謂

ニ
グ
-
1
低
は
岩
石
に
成
分
間
の
数
量
的
踊
係
を
衷
は

す
に
便
利
な
7P
の
で
あ
る
｡
従
来
餌
-
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
岩
石
の
化
学
成
分
よ
-
解
物
成
分
に
換
算
し
た
所
謂

ノ
ル

A
(

N
.rm
)
法
は
飴
-
ほ
蘭
物
成
分
に
換
算
す
る
に
偏
し
て
ゐ
る
傾
向
が
あ
る
が
'

エ
グ
リ
ー
法
は
之
と
趣
を
輿
に

し
､

先
づ
そ
の
化
撃
成
分
よ
-
,H
要
成
分
た
る

aJ,
fm
.
C.
aik
百
分
率
を
求
め
.
次
に

S;.
ti､
N
r,
P
･･････及
び
k
j

m
g.
･･･
恕
算
出
し
た
7P
の
で
.
火
成
岩
の
性
質
の
担
化
状
態
や
岩
壁
分
化
現
象
を
給
ず
る
に
好
適
の
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
故
に
本
文
に
於
で
は

ニ
グ
リ
ー
倍
を
用
以
る
乙
と
ほ
し
､
光
づ
そ
の
算
出
法
よ
-
説
明
し
ょ
う
｡

二､
二
グ
リ

ー
倍
の
算
出
法

先
づ
化
撃
分
析
の
鹿
某
よ
-
得
た
各
成
分
の
百
分
率
を
そ
の
分
子
濃
で
険
し
で
を
の
成
分
の
分
子
比
に
換
算
し
之

,ht千
倍
す
る
.
次
に

A
IP
r,(
+
C
rP
S+
塾
封
jtt
鰍
P)
諸

ft
昏
),
LF
e､M
n
)

0
+
M
g
O
,
(
但
し

F
eは0
3
の
分
子
比
は

桝
州
粘
火
山
山
.16
山
川
..G嫌
分
化
に
就

い
て

ニiIj

九



岱

瑚

節
十
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節
凹
班
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ハ

二
U

F
L120
3-
2
F
e
O

と
し
て
之
を

F
e
O

の
分
子
比
に
加

へ
る
)､
C
a
0
(
十
B
a
O
+
S
IO
)～

_
四
〇
十
N
a=0
(
+
1
iBO
)
の
分

子
比
を
夫
々

a7,
fm
,
C.
aik
で
衷
は
し
'

a
)+
fm
+
c
+
a
lk
-

)
o
o

の
摘
係
が
成
立
す
る
や
う
に
を
の
億
を
求
め
る
.

此
-
し
て

21
の
億
を
知
-
得
た
と
き
は
,
次
の
比
例
式
よ
ら
直

ち
に

S
i
の
倍
を
決
定
す
る
fJ
と
が
出
凍
る
O

S
iO
l･
8
単
項
Lt:
:
A
]20
3
q)や
小
汚

-

x
:
at

同
様
は
し
て
t
1.･
Z
r
,
P･
C.b
S
.
せ

CZ,
の
盾
を
定
め
､
又

k
及
び

m
g
の
値
は
次
式
よ
･ct算
出
す
る
｡

k

I
&

,

-
g
I
m

次
に
砂
州
島
熔
岩
の
分
析
表
と

エ
グ
リ
ー
億
を
左
に
琴

ポ
す
る
｡

節

1
表
及

び
節
二
乗
の
熔
岩
の
名
栴

1 決 額両 粗 附 岩

2 悲 J･'･1- 熔 岩J1

3 rLl原 山 熔 i'.'1

4 職 安 且1-_ 熔 封

6 別 刀 韓 熔 封

6 fTj 赤 岩 熔 岩

7 故 措 掲 熔 封

8 四 相 浦 燐 iL.'･

9 来 社 川 熔 iJ.J-

10 LTf圧 搾 川 熔 岩

11 秒!.'家 出 玄 武 裳,･･

12 所 州 熔 i1-,J･

13 金 串 熔 岩
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表
の
a
l
･

alk
は
宝

石
成
分
p

c･(al･alk
)
は
連
票

成
分
､

早
1
N
蟻

町

は

も
の
で
あ
る
｡

7

J
v
b

9

榊
剖

醇

軸

剖

三
､

長

.
石

の

性

質

長
石
の
化
撃
成
分
を
未
は
す
に

ユ
ダ
-
1
の
投
射
法
に
ょ
る
こ
と
と
し
.前
記
の
妨
二
妃
は
得
た
る

k
を
横
軸
は
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･川
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火
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･=村
山
･...E
波
分
化
に
拙

て

鮎

珂

晶

軸
ほ
と
つ
-

者
の
敗
苦

翌

的
係
を
第

1
閲
に
惜
示
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る

併
し
孟

間
の
優
秀
-

鮎
は
-
鵬

叩

-

o
r
+
a
b
+
a
n

7
.
と

剖
対
如

剖

an
u

関
係
を
も
同
時
に
図
上
よ
-
知

-
得
る
こ
と
で
あ

る
0
今
之
の
革
質
と
説
明
す
る
た
め
に

O
r

茂

び

摘
鍋

甲

-

鳥
F

の

an

O

r

o
r
+

a

b

-
k
I
x,

o
r
十
a
b

o
r
+
a
b
+
a
n

と
置
け
ば

Or

x
･

y

=
引

｣引

O
r

2
a
i
k

-

=
y

a
l
+

a
t
ko

r
+
a
b

o
r
+
a
b
十
a
n

の
鍋
係
が
成
立
し

]
r
a
<

o
r
十
a
b
+
a
n

x

･
y

I

C

o
r
+

ab
+
a
n

t
二

の
位
は
化
撃
成



地

域

節
十
三
懸

鰐
川
状

志
0

7
四

分
は
よ
っ
て
定
ま
る
常
数
で
あ
っ
V
.
此
の
方
程
式
は
双
曲
線
(
H
y
p
erb
eln
)
と
髭
は
L
t

x
軸
及
び

y
軸
は
そ

の
漸
謡

(
As
ym
pth.ten
)
差

す
乙
と
は
捌
か
で
あ
る
｡
阿
藤
に
串

の
億
-

敬
-

故
､

a

b

_

(
i
l
k
)

2
a
lk

a

n

a
L
I
a

lk

(
i
-
x
)y

空

が

(

L
I
x
)

.

十

-
-

c
r

1
-
y

j
.

.J

′

.

..
､

.

i

-
y

な
る
銅
係
が
成
立
し
.
此
の
曲
組
は
す
べ
て
x
I
t,y
I

L

な
る
瓢
を

通
過
す
る
も
の
で
あ
っ
V
.
又
縦
軸
.量

の
双

曲
線
の
申
鮎
盗

品

写

る
-

で
あ
る
｡
そ
妄

k

･芸

雛

の
倍
克

つ
乏

高

上
に
投
射
す
れ

ば
.
そ
の
瓢
は

k

7

j
V
せ

P
糾
剖

!
･lH
Ei･･:･.二
.T
,A
.:.

.

.LTi
!
L5
..
.

I..･

.､.
I;
.
･'JT
.1.,1.
.
i;I..(,-

it
!

a
t
+

a
ik

=

卜
軒

叫

油
宜

と
の
関
係
を
表
は
す
と
共
に
此
の
二

種
の
双
曲
線
-
-

錦

-

覇

判
別
剖
-

t

最
絹

榊
甲

と
の
踊
係
-

時
諒

讐

ず
L

JJn匝
軸
刊

で
求
め
る
rJ
と
が
出
凍
る
の
で
あ
る
｡
例

へ
ば
嘉
は
掲
げ
た
擁
州
島
火
山
岩
の
場
合
に
も
挟
撃
山
鹿
親
暫

石
に
於
て

は
､
加
宝

石
と
斜
票

と
の
豊

的
割
合
は
約
中

で
､
を
の
斜
票

の
成
分
は
雷

雲

(an.2
.
m

で
あ
る

こ
と
が
図
上
の
投
射
鮎
よ
か
直
ち
に
知
-
う
る
の
で
あ
る
､
粗
面
貿
安
山
岩
の
場
各
も
同
様
に
し
て
加
旦
長
石
と
斜

票

と
の
比
は
中

以
下
で
そ
の
斜
票

の
成
分
は
窟

票

乃
苛

性
票

で
あ
っ
て

蓋

武
岩
の
箸

は
加

墓

石
と
斜
票

と
の
比
は
中

以

下
で
そ
の
斜
票

の
成
分
は
中
性
票

乃
毒

宝

石
で
あ
る
｡
即
ち
斜
票

の
成
分
は
灰
曹
長
石
よ
-
漸
次
に
野
次
長
石
に
担
化
し
､
加
景

石
の
斜
長
石
に
封
す
る
制
令
も

車
よ-中
以
下



ほ
逸
減
す
る
革
質
を
立
苛
し
て
ゐ
る
｡

四
､

熔

岩

の

性

質

前
記
姉
二
泰
に
求
め
た

ニ
グ
リ
ー
値
よ
-
珪
酸
の
分
子
比
は
封
す
る
長
石
分
子
､
餓
苦
土
分
子
及
び
石
其
分
子
の

算
出
法
は
次
の
如
-
な
す
｡

二

長
石
分
子
に
封
す
る
珪
酸
畳

S
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6
a
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a
l
l
a
l
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a
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a
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対

か
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l∧

a
lk

弾

か

什

W

二
'
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S
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a
T

a
lk
)
=
fm
+
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石
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S
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S
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l
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4
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S
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1
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+
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a
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a
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t
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か
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W

ai<
a

l
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対

か
t

W

次
の
嘉

の
三
の
借
覧

i
で
険
し
,

票

空

中

-

L
s

苦

土
分
子
壇

-

F
s
石
芳

子
串

-
Q
s

抑
州
抱
火
山
･=灯
り
岩
妹
升
化
に
放

い
て

孟

I

T
五
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球

節
十
三
魯

節

川

班

蔓

1

.!

六

で
衣
は
し
､

L
s
+

F
s
十
Q
s

=

)

在
る
闘
係
が
成
立
す
る
や
う
ほ
夫
々

L
s,

Fs,
Qs､
億
を
算
出
す
る
0
鱗
州
島
火
山
岩
の

1
S,
F
s,
.Qs億
は
之
を

計
算
し
既
は
約
二
表
は
掲
げ
て
置

い
た
迫
-

で
あ
る
0

又

ニ
グ
リ
ー
は
各
館
物
の
L

s､
F
s,

Qs,
値
h
=美

の
如
く
欽
定
し
て
ゐ
る
0

石 英 qZOr.ab 十1

ill -L主 1

-tt町 長 石 1

次 長 石 an 1

紫 醇 輝 石 hy 1

近 郷 石 di 1

エ ヂ リ ン.輝 石 ag 1

柑 舷 石 ol 2 -1

白 村 石 le 1.5 - -0.5

鰐 石 ne 3 -2

火
成
岩
の
L
s,
F
s､
Q
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値
聖
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座
標
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衷
は
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億
利
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方
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速
を
夫
々
±
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分
し
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そ
の
上
鵜
の
頂
鮎
に

p
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Q
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-
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F
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0
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む
と
-

向
つ
て
左
の
頂
鮎
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a
(F
s
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Q
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I

L
)
と
し
て

向
つ
て
着
の
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鮎
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(L
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-
1
)

に
該
脅

す
る
鮎
と
す
る
｡
然
る
と
き
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述
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鋸
物
成
分
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L
s､
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よ
-
q
l,
oi
遁
上
の
中
鮎

f
は
輝

石

(頑
火
輝
石
'
紫
蘇
輝
石
'
透
輝
石
'

ユ
デ
リ

ン

輝
石
)
q
t
(L
s
-
2,
Q
s-
-
)
)
蓮
上
の
中
鮎

l
は

長
石

(
正
長
石
､
曹
長
石
､

次
長
石
)
の
成
分
を
表

は
し

01
勤
は
相
磯
石
聖
ホ
す
乙
と
は
明
か
で
あ
る
O

此
か
る
方
法
に
よ
っ
て
構

い
聖

二
角
座

機
上
は
節
二

求
に
求
め
た
酒
州
島
火
山
岩
の
L
-I.
F
s.
Q
s､
値
を



桝
州
砧
火
山
=JG
の
･:G
姫
分
化
に
放

て

投
射
す
れ
ば
ー
そ
の
種
粗
に
粗
面
岩
､

粗
面
貿
安
山
岩
､
玄
武
岩
の
三
者
が
存

在
す
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
｡
野
外
調

査
で
知
-
程
ね
と
乙
ろ
で
は
本
島
は
於

け
る
最
も
噴
出
の
育

い
熔
岩
は
粗
面
岩

で
粗
面
償
安
山
岩
は
之
に
亜
ぎ
､
最
後

に
玄
武
岩
を
溢
流
し
た
の
で
あ
る
か
ら

岩
麓
分
化
の
結
果
七
大
憶
酸
性
熔
岩
よ

り
漸
次
に
飽
基
性
熔
岩
を
噴
出
し
た
も

の
と
推
知
さ
れ
る
｡

乙
の
岩
梁
分
化
現

象
を

一
瞥
了
解
し
易
-
説
明
す
る
た
め

に
'
粗
面
岩
･粗
面
肇
安
山
岩
･玄
武
岩

の
三
種
の
熔
岩
聖

二
群
に
分
ち
､
各
群

の
平
均
値
を
求
め
.
(
更
に
精
確
に
そ
の

年
均
億
を
決
定
す
る
ほ
は
術
は
多
数
の

熔
岩
の
化
撃
分
析

を
婁
す
る
も
の
で
あ

る
が
､
蓑
に
は
そ
の
岩
県
分
化
の
大
鰭

孟

1

ilt

Z七



地

･

球

筋
十
三
懲

解
切
放

義

!
<

の
状
態
を
知
-
庶

い
た
め
に
筆
者
の
行
ふ
た
十
三
ケ
桐
の
各
署
磐
を
典

は
す
る
代
表
的
な
熔
岩
の
化
撃
成
分
に
基

い

で
述
べ
る
乙
と
J
す
る
｡)
此
の
三
割
を
夫
々
:～
･
A

｡
pa
で
表
は
L
t

是
等
の
鮎
む
匿
線
を
以
て
連
結
す
る
｡
然
る

-･･----y

と
き
は
先
づ
岩
礁
の
性
質
が
粗
悪

石
よ
-
粗
面
質
安
里
岩
に
介
化
し
た
現
象
は
.
箇
胆
に

T
A
を
以
て
表
は
ru
る
｡

此
の
庖
線
の
意
義
は
之

を
Ls
と

F
s
と
に
平
行
す
る
二
の
ベ
ク
ト
ル

(V

ect.r)
にこ
分
ち
､
を
の
交
鮎
を

Q

と

----･l

す
れ
ば
､
T
O

は

L
s
即
ち
長
石
成
分
に
は
鼻
化
な
き
も

F
s
即
ち
.
拙

壷
士
分
子
の
増
加
と
石
英
分
子
の
減
少

-

｣ヽ

と
を
表
は
し
.
Q
A

は
石
英
分
子
に
は
埠
化
夜
さ
も
､
蛾

｡
苦
土
分
子
の
樹
加
と
'
長
石
分
子
の
減
少
と
聖
ホ
L
T

･---⊥
-

1

▼

_____†

よ
ら
A
に
鍵
化
す
る
と

き
は
t

T
A

-

T

Q

+

Q

A

な
る
故
､
岡
上
の
等
分
線
よ
-

1
S
｡
Fs･
Q
s
の
槍
減
量
h
=j

算
出
す
る
こ
と
が
山
楽
V
.
岩
石
の
主
要
在
る
化
撃
成
分
間
の
相
互
の
麺
化
状
態
を
数
畳
的
に
取
扱
ふ
乙
と
が
班
凍

叩---

--⊥
-

･･---十
↓

る
｡
同
様
に
し
て
岩
粟
が
粗
面
貿
安
山
岩
よ
-
玄
武
岩
に
分
化
し
た
状
態
は

A
B

で
あ
っ
V
.
之

む

A

P

.
P
B

の

二
ベ
ク
ト
ル
に
分
つ
と

き
は
､
A
P

は
大
で
あ
っ
て
､
銭

義

士
成
分
の
相
加
と
石
其
分
子
の
減
少
の
典
に
増
大
な

･=

十

.

-
-
l

る
fJ
と
む
意
味
し
t
P
B

は

長
石
成
分
の
減
少
と
蛾

｡
苦
土
成
分
の
槍
加
を
衷
は
し
.
且
P
B

の

小
夜
る
乙
と
は
長

i.

石
成
分
の
減
少
量
が
僅
少
で
あ
っ
て
玄
武
岩
も
ア
ル
カ
-
成
分
に
富
ん

で
ゐ
y
r
霞
石
分
子
の
存
在
を
暗
示
す
る
も

-1

1

-

の
で
あ
る
｡
依
っ
て
妙
州
島
の
岩
麓
の
趣
化
状
態
は
簡
単
は
T
A
,
A
B

の
二
線
で
表
は
L
t
そ
の
間
の
L
s･F
s,Q
s

の
成
分
問
の
鼻
化
畳
79
本
岡
上
よ
-
概
算
し
得
る
の
で
あ
る
｡

次
に
鱗
州
鳥
熔
岩
の
場
合
は

at>
alk
な
る
故
'
ア
ル
カ
リ
長
石
分
子

(加
旦
及
び
留
速
長
石
)
次
長
石
分
子

.

蛾
義

士
分
子

(楯
瞭
石
､
輝
石
'
黒
雲
聖

角
閃
石
､
磁
蛾
鉛
管

の
三
者
に
分
ち
､
夫
々

211
)
k.
2
C
a

T
a
l
k
)
､

10
0
1
2
11
聖
二
角
座
標
各
頂
鮎
に
と
っ
て
､
各
熔
岩
の

2
1tk,
2
(
al
I
alk
)
10
0
-
2
11
官
分
率
を
求
め
'

之
に
珊
督



節
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州
桔
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地

球

節
十
三
魯

節
的
鮎

77町
六

二
〇

す
る
投
射
鮎
を
第
三
岡
上
に
間
示
す
れ
ば
右
の
如
-
で
あ
る
｡

次
に
粗
面
岩
･粗
而
贋
安
山
岩
･玄
武
岩
の
三
群
の
牢
均
値
を
夫
々
T
･
A
･
B

の
三
鮎
で
表
は
L
t
是
等
の
鮎
HL)

=

仙H川川

州川川

‖‖=
爪H川

連
結
し
た
裾
線

T

A

,

A

B

を
以
て
岩
壁
の
分
化
曲
線
と
す
る
｡
先
づ
T

A

よ

-
説
明
す
れ
ば
.
之
鞍

2
a
lk
-
2
(
a
T

⊥

1

--
し▼

alk
)
速
｡2alk
-
(
1
0
0
1
2
at)
蓮
に
平
行
在
る

T

Q,QA
の
二
ベ
ク
ト
ル
は
分
け
る
｡
然
る
と

TTJは
T
Q

は
蛾
･
苦

土
成
分
に
は
嘩
化
な
き
も
､
次
長
石
分
子
の
増
加
と
加
盟
長
石
分
子
と
の
減
少
と
を
表
は
L
t
Q
A

は
灰
長
石
分
子

～

Y

に
は
唾
化
な
き
も
'
蛾
･苦
土
分
子
の
噂
加
と
加
里
長
石
分
子
の
減
少
と
恕
衷
は
し
､

T

A

の

塵

化

に
於
け
る

2
atk,

2
(
a

r
a
ik
)
I
(
1
0
0
-
2
at)
の
鼎
互
的
放
漫
闘
係
む
知
る
rJ
と
が
出
凍
る
｡
攻
は
岩
壁
の
性
磐
が
粗
面
貿
安
山
岩
よ
与

l

l

,_

-レ,

玄
武
岩
に
漸
次
担
化
し
た
状
態
は

A
T3

で
表
は
n
れ
る
｡

之
を
前
と
同
様
に
A

P

P

B

の

二
ベ
ク
ト
ル
は
分
け
て

-
･---

-

-

考
ふ
れ
ば
t
A

P
は
銭

･
苦
土
分
子
の
増
加
と
加
盟
長
石
分
子
の
減
少
賢
.E
L
､
P
B

は
伽
旦
長
石
分
子
に
は
礎
化

--

y-･1

-･.･---｣Y

を

さ
も
､
鎖

･
苦
土
分
子
の
増
加
と
衣
長
石
分
子
の
減
少
と
を
意
味
す
る
0
結
局

A

B

I

A

P
十

P

i
3

鼻
化
は
於
け
る

2
a
lk,
I
2
(aT

alk
)･
(
1
00
-
g
al)
の
相
互
的
数
畳
幽
係
を
知
る
rJ
と
が
出
凍
る
.

㌘
O

M
g

O

次
に

k
=
召

罰

朝

1･
m
g
=

g

+

w

o･

の
鞠
係
を
第
二
表
に
求
め
た
値
よ
-,>
捕
示
す
れ
ば
第
四
閲
の
如
-
在
る
｡

最
後
は
酒
州
島
に
放
け
る
火
山
岩
の
岩
濃
史
を
概
説
し
て
本
文
の
結
論
と
す
る
.
火
山
岩
の
噴
出
順
序
を
野
外
調

査
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
は
､
火
山
地
質
を
研
究
す
る
上
に
最
も
垂
婁
iqt･二

間
題
で
あ
る
が
､
之
は
(
一
)侵
蝕
の

浅
-
し
て
下
部
の
熔
岩
を
露
出
す
る
rJ
と
が
少
な

い
場
各
､
(
二
)岩
脈
を
撒
見
し
能
は
ぬ
場
各
､
(
≡
)水
成
瀞
を
眺
如

し
で
ゐ
る
場
合
▲等
に
は
神
々
困
難
で
あ
る
0
捧
州
島
に
於
で
も
新
期
の
玄
武
岩
を
以
て
殆
ど
金
槌
被
覆
r
,れ
て
ゐ
る



筋 四 閲

な
め
､
下
部
の
種
々
の
熔
岩
の
露
旧
す
る
箇
所
は
侮
岸
断
康
や
郡
谷
の
⊥
流

に
止
ま
っ
て
ゐ
て
.
且
つ
岩
脈
む
も
散
見

出
来
ず
､
新
は
水
成
暦
と
し
て
地

貿
時
代
を
決
定
す
る
ほ
役
立
つ
79
の
は
､

閣
蹄
浦
西
方
海
津
断
崖
上
は
蘇
れ

る
含
月
化
石
圏

(
閣
蹄
浦
圏
と
呼
ぶ
)
が
あ
る
の
み
で
あ
る
｡
筆
者
の
踏
査

の
結
果
で
は
､
露
出
せ
る
熔
岩
の
噴
出
は
粗
面
岩
･粗
面
質
安
山
岩
･玄
武
岩

の
順
序
で
あ
っ
て
.
岩
壁
の
性
肇
は
酸
性
よ
み
漸
次
に
雌
基
性
の
も
の
は
鍵

化
し
た
轟
薯
は
明
白
で
あ
る
｡
霜
に
鱗
州
島
の
熔
岩
を
入
大
別
L
t
そ
の
造

岩
錬
物
の
噂
化
と
次
の
第
五
閲
に
畢

ボ
す
る
.

岩
壁
分
化
の
原
因
は
牝
で
は
ポ
ー
エ
ソ

(
B
o
w

e
n

)
と
初
め
諾
大
家
の
種
々
在
る
撃
龍
が
あ
る
が
'
之
は
筆
者
の

放

て鼓
に
論
及
せ
ぬ
乙
と
は
L
t
唯
岩
麓
分
化
の
状
態
､
換
言
す
れ
ば
岩
壁
免
を
略
逃
し
ょ
う
0

先
づ
敢
初
に
暁
起
し
た
も
の
は
洗
蟹
山
頂
等
ほ
露
は
る
曹
蓬
粗
面
岩
で
'
有
色
翫
物
に
は

エ
ヂ

リ
ン
輝
石
.

レ
-

ニ
ッ
ト
を
揮
っ
て
ゐ
る
が
､
次
に
暁
貼
し
カ
森
島
､
蚊
島
を
構
成
せ
る
粗
面
岩
は
前
者
よ
り
ア
ル
カ

リ
長
石
'

エ
デ

-
ン
輝
石
の
最
を
減
少
し
て
ゐ
て
､
且
酸
性
斜
長
石

(次
曹
長
石
)
を
多
少
含
有
L
ttJ
ゐ
る
0

之
に
次

い
で
出
鼻
山
'
月
羅
山
角
秀
岩
等
を
構
成
せ
る
粗
面
貿
安
山
岩
を
喧
出
し
､
正
に
ア
〝
カ
-
長
石
を
減
じ
､

エ
デ
タ
ン
輝
石
は
消
失
し
て
ゐ
る
代
り
に
斜
長
石
は
槽
卸
し
t.
そ
の
成
分
も
中
性
長
石
に
諸
富
し
､
逢
輝
石
79
現
れ

て
-
る
｡
次
に
撤
擬
石
を
少
費
含
有
す
る
粗
面
質
玄
武
岩
む
噴
出
し
､
之
に
次

い
で
玄
武
角
閃
石
社
有
す
る
含
角
閃

石
玄
武
岩
を
噴
出
し
て
ゐ
る
｡
上
紀
の
熔
岩
中
粗
面
質
玄
武
岩
は
時
に
熔
岩
流
と
し
て
逃
出
し
た
rJ
と
が
あ
る
が
.

蹄
州
桔
火
山
岩

山
岩
牧
分
北
に
就

て

こ
怒

二
一



節 五 間 酒州島火山岩の岩粟分化聞

粗 1軒 射 -1'l'-規

斜 長 石 粗 両 船
1-.I- fLlti

刑 長 和 vJ J付加

針J這-41'輝石U)糊JJH

粗 田 miiyTl'安 山 岩
封 iJii･

針圧れ 輝石,枇既 机 州 加 -

粗 間質 玄 武 岩'･
ili･規

含 角閃石粗 関 空t
玄武･hJ;.捕.I-脱

ア )レ カ ー)玄 武 ,封

斜 長 石 玄 武 岩
i'.L漉

放 出 石 玄 武 岩
射 塊
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勅附 F,磁蚊蝕む相加
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斜長石-,種石,撒擬石の聯加

縦 桁 石 の 増 加l

也

ア,t'jJ T)長石･ エヂ .)ン輝 ･f:果
イ:]'V)棚少

アJレカ ')長石, エア ')ン輝
石vJ減少

ア′レカ ･)長石の減少

節

7,Jレ-),.)-BH T,,減少 士

･妄去

宗論 諸 芸の減少' 欝
71JL!

アル′カ リ長石の減 少

元

アJレカ ･)･&石,斜長石'輝
石の沸起少
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麓
分
化
曲
線
を
描
け
ば
､

o

0

rL

ー

他
の
も
の
は
す
べ
て
本
島
の
徽
火
山
構
造
線
な
る
挟
撃
山
頂

を
横
断
す
る

兼
間
の
長
種
の
方
向
､
若
-
は
之
と
客
車
行
せ
る
捕
聖

梓
薦
火
山
構
造
線

上
に
境
地
し
た
も
の
で
､
鎌
状
火
山
を
構
成
し
'
そ
の
冷
却
速
度
の
著
大

で
あ
っ
た
も
の
と
憩
考
さ
れ
る
｡(
勿
論
是
等
の
酸
牲
熔
岩
は
そ
の
粘
着
性

の
大
在
る
も
の
で
あ
っ
て
之
を
除
外
硯
す
る
乙
と
は
出
来
沿
｡
)
此
の
火
山

活
動
と
そ
の
後
の
玄
武
岩
逃
出
期
と
の
間
に
は
和
皆
の
火
山
活
動
の
休
止

期
が
あ
っ
た
fJ
と
は
之
空

血
管
す
る
地
贋
的
資
料
が
あ
る
が
p
之
は
小出
に

省
略
す
る
,J
と
!
す
る
0
兎
に
角
火
山
力
は

一
時
休
止
し
死
後
'
事
び
活

動
を
開
始
し
p
玄
武
岩
の
噴
出
期
に
入
-
'
先
づ
ア
ル
カ
-
玄
武
岩
を
進

流
し
,
次
ーこ
冷
却
の
比
較
的
遅
経
で
あ
っ
た
斜
長
石
玄
武
岩
を
喧
流
し
､

最
後
に
段
も
塵
走
性
の
棉
臆
石
隻

…
む
柿
擬
石
玄
武
岩
の
大
溢
流
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
｡
以
上
は
地
貿
踏
査
に
ょ
る
岩
壁
の
砕
化
状
態
の
大
要
を
略

述
し
た
の
ほ
過
氾
ぎ
が
､
之
～1J化
撃
成
分
よ
-
求
め
望

グ
リ
ー
値
'
即

も

at.
fm

,
C,alk
倍
を
縦
軸
ほ
と
㌔

S
i
倍
を
横
軸
に
と
っ
て
所
謂
岩

そ
の
岩
雄
分
化
現
象
の
大
略
を
推
知
し
得
る
に
便
利
で
あ
る
か
ら
之
を
堅

ハ
間
に
衷
は
し

前
述
の
野
外
観
察
の
説
明
(第
五
聞
)と
封
照
ruれ
ん
乙
と
を
切
望
す
る
｡

即
ち
此
の
閲
よ
-
al,
alk
は
登

万
の
性
質
が
醸
性
よ
-
捜
韮
性
に
移
る
ほ
従
っ
て
そ
の
値
を
漸
次
に
逓
減
L
t

fm
.
C
は
そ
の
反
射
に
そ
の
低
を
増
加
す
る
就
学

虹
推
者
し
得
る
の
で
あ
る
｡

(完
)

滞
州
応
火
山
岩

の
山方
娘
分
化
に
就
て

孟

九

二
三


